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　西部班では、毎年、遺跡や史跡を訪ねる「歴史探訪」を行っています。

　今回は、逗子市と葉山町にまたがる「長
ながえさくらやまこふんぐん

柄桜山古墳群」と、逗

子市のかつて旧日本海軍の弾薬庫のあった地域にある「池
いけご

子遺跡

群資料館」を訪ねました。

　長柄桜山古墳群は、逗子市と葉山町が接する地域に大規模開発

された葉桜団地西側の小高い丘の頂部（現在の第１号墳）で、平

成１１年３月、近隣にお住まいだった故東家洋之助さんが埴輪片を発見したことをきっかけにその存在が公に知

られることとなったそうです。

　その後、県内の考古学研究者がその西側約６００メートルの丘陵頂部（現在の第２号墳）も同様の古墳である

ことを指摘し、第１号墳と同様の古墳であることが明らかになったようです。

　第１号墳、第２号墳とも全長９０メートル前後の神奈川県内では最大級の前方後円墳として、平成１４年１２

月１９日、「長柄桜山古墳群」として国の史跡指定を受けました。

　史跡指定の理由は、「三浦半島西岸の付け根に位置する２基の前期大型前方後円墳からなる古墳群で、畿内地域

と東日本を結ぶ太平洋側の交通の要衝にあり、古墳時代における関東と畿内を結ぶ交通や、南関東の地域の情勢

を考える上で重要な遺跡である」ことです。

　指定区域内は様々な樹木が残り、登ってゆくと整備された第1号墳に着き、その大きさに驚き、円筒埴輪が置

かれた後円部墳頂からは眼下に江の島が見え、晴れた日には富士山

も望めるという素晴らしいロケーションに、この古墳の造られた願

いが分かった気がしました（右写真参照）。

　第２号墳は鬱蒼とした木立の中に、さらなる調査や整備を待って

いるような感じを受け、第１号墳と第２号墳との距離から、まだ隠

れている古墳があるような気がしながら、急な坂を下りました。

　つづいて、池子遺跡群資料館に向かいました。この遺跡群は、

池子川の谷に広く分布している遺跡で、資料館には県指定重要文化

財２４１点を含む貴重な資料が保存され展示されています。その中

で特に関心を持ったものは弥生時代の木製品でした。粘土質の土の

中に埋もれていたため色も鮮やかで、２０００年もの長いときを経

たものとは思えませんでした。　　　　　　　　　（西部班　永山）

～「さねさし」とは、相模の枕詞です～
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〇 電信第一連隊の沿革

　明治１０年東京中野編成の軍用電信係（後に軍用

電信隊）が発展し、昭和１２年頃、訓練使用の演習

場が狭隘となったため、陸軍通信学校と共に転営を

検討、同時期移転の陸軍士官学校にならい、相模原

に決定した。場所は小田急相模原駅北部の地域（現

米軍相模住宅）で転営準備し、昭和１３年７月川村

赳大佐の連隊長着任に伴い、営庭に「奠營訓辞」碑

を建立。その後、第二十五軍隷下、二十五軍通信隊

を編成し太平洋戦争に従軍。一方残留将兵は補充隊、

通称「東部八八部隊」を編成。終戦米軍進駐後、補

充隊は千葉県に移駐し復員業務を担当。電信第一連

隊跡地は東側を拡張、在日米軍相模住宅地区となり、

碑は跡地に放置されていたが、電一戦友連絡会の市

長への陳情で、昭和 37 年 11 月 25 日に現相模原

市慰霊塔（相模原市南区東大沼１）の敷地内に移さ

れた。平成２７年４月１日に相模原市登録有形文化

財に登録され、連隊の歴史や移転の経緯、往事の世

相などを今に伝える。

〇 奠營訓辭碑　碑文

旧陸軍電信第一連隊 旧陸軍電信第一連隊 奠奠
て ん え い く ん じ ひて ん え い く ん じ ひ

營訓辭碑營訓辭碑についてについて
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東原古墳と谷原古墳群東原古墳と谷原古墳群

　相模原は、弥生時代から古墳時代後期（６世紀）

まで居住基盤がなく、木の伐採・カヤ場・狩猟採集

などの場所となっていたと考えられています。

　７世紀になると、相模原市域に集落が形成され、

はじめて農業や手工業開発が行われるようになり、

相模川上流の支流域の光明学園相模原高校の南方に

東
あずまはら

原遺跡（7世紀の竪穴住居跡５軒）・当
たいませりざわ

麻芹沢遺

跡（7世紀の竪穴住居跡 2軒）、八
や せ が わ

瀬川の左岸の上

溝バイパス上に当
たいま

麻遺跡第２地点（７世紀の竪穴住

居跡７軒）、相模川と八瀬川に挟まれた段丘面で、

田
たなむかいはら

名向原遺跡の北側に田
た な し お だ

名塩田遺跡群（７世紀の竪

穴住居跡 36軒）が見つかっています。

　JR 相模線「原当麻駅」の南西 400 ｍ、東原公園

内に東
あずまはら

原古墳があります。谷原古墳群は、相模原愛

川ＩＣの北にある広域水道企業団相模原ポンプ場か

ら田名向原遺跡公園までの間にあった 14基の古墳

です。畑作や土地区画整理事業により、ほとんどが

消滅しています。現在確認できるのは、ポンプ場の

１号墳・３号墳と金山神社境内の 4号墳、田名向

原遺跡公園内にある 13号墳・14号墳です。

　石室内までの発掘調査された古墳は、東原古墳・

ポンプ場の１号墳～３号墳・旧石器ハテナ館の横に

ある鉄塔の下にあった 11号墳・旧石器ハテナ館の

北隣にあった 12号墳です。そのうち市指定史跡と

なったのは、東原古墳と谷原１号墳です。

　古墳の立地からみると、東原古墳が田名原段丘面

にあり一番高く、一段低い陽
みなばら

原段丘面の高位面に

位置する JA 相模原市緑化センターにあったと推定

される古墳１基が次に高

く、陽原段丘面の低位面

にある谷原古墳群 14 基

が一番低い位置関係にあ

ります。JA相模原市緑化

センター推定古墳の被葬

者は谷原古墳群を直接統

括し、東原古墳の被葬者

文化財調査 ・普及員　研究 ・発見コーナー

は地域を代表する地位にあった可能性があります。

　東原古墳および谷原古墳群の古墳は、すべて円

墳で、構造や規模の点で均質です。外径約 20ｍの

周
しゅうこう

溝を掘り、周溝の南側から石
せきしつ

室に向かって長方形

の前
ぜんていぶ

庭部が掘られ、それに接続して石室を納める大

きな長方形の土
どこう

坑を掘り、その土坑中に河原石を積

み上げて、幅狭い長方形の横穴式の石室を築いてい

ます。遺骨片が２体以上埋葬されていたことから家

族墓だと思われます。盗掘を受けて石室内は荒らさ

れていました。

　東原古墳では出土した副葬品のうち、武器は刀装

具３点、鏃
やじり

18 点、馬具は１対の木製壺
つぼあぶみ

鐙付属金

具などが見つかっています。装身具は、耳
じかん

環（ピアス）

１対とネックレス材の切
きりこだま

子玉８点、メノウ製棗
なつめ

玉
だま

１点、ガラス製小玉 408 点と鉄製帯
おびかなぐ

金具２点、工

具の刀
とうす

子２点がありました。これらの一部は市立博

物館で展示されています。

　谷原古墳の1号墳、２号墳、11号墳、12号墳では、

武具では直
ちょくとう

刀・鏃、装身具では耳環（ピアス）・ネッ

クレス材の切子玉など、工具では刀子・砥石などが

出土しています。12 号墳の副葬品の一部は旧石器

ハテナ館で展示されています。

　田名向原遺跡公園内には 12号墳を復元した円墳

が移築してあり、ボランティア団体である田名向原

遺跡案内・普及事業実行委員会がガイドを行ってい

ます。毎月第 1～４日曜日の 10時から 16時の間

でしたら、墳丘の石室の中に入って見学することが

できます。　　　　　　　　　　　（南部班　榑林）
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文化財紹介 ・マップコーナー

上九沢の文化財を訪ねて上九沢の文化財を訪ねて

発行連絡先　相模原市教育委員会　文化財保護課　電話 042-769-8371

　上九沢村は慶長元年（1596、豊臣秀吉の時代）に検地が実施され、このころに大島村から分村した独立行
政村落と考えられています（村高 33石）。
　北部班・津久井班・東南班の合同研修として上九沢の文化財を訪ねてみました。　　　　（北部班　原）

①　旧笹野家住宅
笹野家は家系図によれば元禄元年（1688、江
戸時代前期）に見え、江戸時代には名主を務め
明治初期にはこの地区の村政・教育にかかわっ
てきた名望家でした。旧笹野家住宅は江戸時代
の主屋や長屋門を備え、郷土の生活文化を知る
うえで貴重な古民家です。

・主屋（国登録有形文化財）
明治 2 年に前家屋が焼失したため長竹の古民家
を移築しました。建築年代は不明ですが江戸時
代中頃の建築と考えられ、約 300 年の歴史があ
ります。平成 27 年 3 月まで笹野ハルさんが住
んでいて、その後相模原市に寄贈されました。
桁行約 17m・梁行約 10ｍの規模を持つ大型の
六間取り民家です。麦藁葺きの屋根を瓦葺きに
変えていますが建具・調度品を含めて旧状をよ
くとどめています。

・長屋門（国登録有形文化財）
江戸時代末期から明治初期の建築と考えられて
おり、約 150 年以上の歴史があります。桁行
11.7m・梁行 3.6m の規模を持つ中型の長屋門
です。屋根は昭和 18 年ごろまで麦藁葺きで、
その後トタン葺きとしました。
扉口両脇の柱に冠木をのせ、これに桁行５本の
天秤梁をかけ、その上に天井を張っています。
外壁は隅柱を露出させていますが正面側の他の
柱は塗籠です。

②　梅宗寺
慶長 2 年（1597、豊臣秀吉の時代）緑区根小屋
の功雲寺第 10 世柳山和尚により、梅宗庵として
開山されました。その後享保８年（1723, 徳川吉
宗の時代）に梅宗寺と寺号を改め 400 年余り続
いています。ご本尊はお釈迦様で境内には干支の
守り本尊である八尊仏があります。
・百観音（市登録有形民俗文化財）
この百観音は西国 1番から 33 番、坂東 1番から
33 番、秩父 1 番から 34 番の札所番号を刻印し
た台座にのる 100 基の石造り観音像で、現在ま
で 1 基も欠くことなく維持されています。山状
角柱型の石塔に観音像を浮き彫りするもので、台
座を含めた高さは各 1 番が 131cm、2 番以降が
66.5cm です（天明 5年・1785 年製）。造立目的
は先祖供養ですが西国 20 番の千手観音は「白子
観音」と呼ばれ安産の守り本尊として信仰を集め
ています。（参拝の際は事前に寺にお問い合わせください）

・南山禅師顕彰碑
南山禅師は、上九沢名主笹野政右衛門の次男で宝暦 6 年（
1756、江戸時代中期）の生まれです。9 歳の時菩提寺の大
島長徳寺で出家し、11 歳の時江戸高輪の東禅寺で修行しま
した。13 歳の時仙台藩主伊達重村が父宗村の 13 回忌法要の
ため東禅寺に詣でた際、南山は茶を給仕しましたが誤って茶
碗を落とし、重村公の袴の裾に茶をかけてしまいました。重
村公は怒って刀に手をかけましたが、落ち着いて過ちを謝す
南山の態度に感じ入り、これを許して学禄 2 人扶持を給し将
来を約束しました。寛政５年（1793）重村の召しに応じ、伊
達家３代の廟所である仙台瑞鳳寺の第 14 代住職となり、そ
の後伊達家の顧問格としても活躍しました。

旧笹野家住宅旧笹野家住宅

梅宗寺梅宗寺

①①

②②

上段左 旧笹野家主屋
　　右 　同　長屋門
中段左 梅宗寺
　　右 百観音
下段　 南山禅師顕彰碑


